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【はじめに】 

牛の異常産とは、牛の流産、死産、早産及び先天異常

子牛の出産などの総称で、原因は多岐にわたるが、アル

ボウイルス感染と一部の細菌・真菌性疾患を除いてほとん

どが原因不明とされている（図 1）。そこで、様々な生化学

的検査法により非感染性異常産の原因を探索した。 

 

図 1 牛の異常産について 

 

【材料と方法】 

調査期間：2020 年 4 月～2024 年 3 月 

調査件数： 47 症例、303 頭(同居牛 240 頭含む)、43 農場 

材料：血清、胎子材料、給与粗飼料 

生化学検査：脂溶性ビタミン測定(HPLC)、血液生化学検

査(ドライケミストリー)、LDH アイソザイム(電気泳動)、血清

蛋白(電気泳動)、セレン測定(HPLC)、微量元素測定（原

子吸光光度計）、青酸検査（グアヤク試験紙）、硝酸態濃

度測定（試験紙半定量、 HPLC） 

その他各種検査：ウイルス、細菌、病理組織学的検査 

 

図 2 材料および方法 

 

【結果】 

異常産母牛の月齢は、12～71 ヵ月齢(1～5 歳)と 156～

167 ヵ月齢（13 歳）が比較的多く（図 3）、異常産の発生は

年間を通じて見られ、異常産病鑑のうちわけは流産 21 頭、

早産 16 頭、死産 11 頭、先天異常子牛の出産 11 頭、無

発情 4 頭だった（図 4）。 

 

図 3 結果：異常産母牛の月齢 



 

図 4 結果：月別発生状況 

 

調査した 303 頭全てで血液脂溶性ビタミン測定を実施

した。繁殖母牛のビタミン A 値は 85-200 IU/dl に制御さ

れるが 1)、異常産母牛 39 頭、同居牛 54 頭で 80 IU/dl 以

下となり、うち 3 頭が欠乏値(30 IU/dl 以下)を示した（図 5）。

繁殖母牛の β-カロチンは 200 μg/dl が望ましいとされる

が 2)、異常産母牛 22 頭、同居牛 32 頭で潜在性欠乏(100-

200 μg/dl)となり、異常産母牛23 頭、同居牛34 頭で欠乏

値（100 μg/dl 以下)を示した（図 6）。ビタミン E では異常

産母牛 10 頭、同居牛 14 頭が欠乏値(100 μg/dl 以下)を

示した（図 7）。 

 

図 5 結果：ビタミン A 値（発生月別、月齢別） 

 

図 6 結果：β-カロチン値（発生月別、月齢別） 

 

図 7 結果：ビタミン E 値（発生月別、月齢別） 

 

イバラキ病による異常産が疑われた事例ではウイルス

検査によりこれを否定（図 8）、血液生化学検査と血清脂溶

性ビタミン測定により低栄養状態による異常産が示唆され

た（図 9）（図 10）。キャッサバ中毒による母牛の中毒死と異

常産が疑われた事例では（図 11）、母牛血清や給与粗飼

料を用いて青酸検査を実施しこれを否定（図 12）、血液生

化学検査により長期の低栄養状態と腎障害が示唆された

（図 13）（図 14）。 

 

図 8 事例紹介 1：発生概要 



 

図 9 事例紹介 1：血液生化学検査 

 

図 10 事例紹介 1：血液脂溶性ビタミン測定 

 

図 11 事例紹介 2：発生概要 

 

図 12 事例紹介 2：青酸検査及び硝酸態窒素濃度測定 

 

図 13 事例紹介 2：血液生化学検査 

 

図 14 事例紹介 2：血液脂溶性ビタミン測定 

 

生化学検査を実施した異常産47症例のうち、低栄養状

態 3 件、ビタミン A 欠乏症 1 件、白筋症疑いが 1 件あっ

た。このうち細菌の関与が疑われる例は 4 件、真菌は 1 件

あり、ウイルスの関与が疑われるものはなかった。また、効

率的に生化学的検査を実施するための診断フローチャー

トを作成した（図 15）。 

 



 

図 15 生化学診断フローチャート 

 

【考察】 

 47 症例のうちビタミン A の低下が見られた例は 9 件、

β-カロチンは 13 件、ビタミン E は 6 件あり、乾草の過乾

燥や冬期における質の低下、給与量の不足などの不適

切な飼養管理が背景にあると推察された。多くが原因不

明となったが、生化学的検査により異常産の非感染性原

因を推察することで、飼養管理改善などの農家指導へ繋

げることが出来た。 

今後の課題として、発生し得る中毒の検査体制の確立、

冷凍保存血清を用いた微量元素の測定、NEFA や Glu な

どの採材後速やかに測定する必要がある項目について

搬入・検査体制の確立が求められる。 
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